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     ＪＲ東労組  業務部 

この間、ＪＲ東労組は組合員の生活の維
持向上を掲げて取り組みを強化してきま
した。 
１７春闘においてはベアの格差廃絶を

掲げてたたかい、一律ベースアップを獲得
しました。管理手当等の増額においても、
職責に応じた処遇の改善を勝ち取ってき
ました。 
トヨタなど他の企業では、扶養手当の改

善にあたり、子どもの手当を大きく拡充す
る一方で、配偶者の手当を大幅に切り下
げ、もしくは撤廃しています。経団連や人
事院でも配偶者手当の廃止が検討されて
います。 
また近年、大学生の半数以上が奨学金を

受給しており、教育ローンを組む家庭も含
めて、子育て世代の負担は大きく増加して
います。 
ＪＲ東労組は「おむつ代にもならない」

と言われるほど低い水準の扶養手当の増
額は急務の課題と受け止め、議論を加速さ
せていきます！ 


